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要旨
　現代美術は、アートの境界線が曖昧になっている。様々なスタイ
ルが存在し、単なる美しさだけでは説明のつかないものもたくさん
ある。20世紀以降、アートの表現方法が同時に広がり、絵画や彫刻
といった既存のジャンルから解放された表現が一般的になりつつあ
る。しかし、そのような多様な表現がある中でも、芸術作品は作品
自体が持つ秀逸さ、精巧さ、美しさなど一貫した根本的定義を持ち
合わせている。だからこそ、流行り廃りが存在するアート界におい
ても、本物のアーティストは評価され続け、注目の的になり続ける。
　現代の作家にそのような、世俗に左右されない、自由な表現活動
をしている作家がどれだけいるのだろうか。私が取り上げるクリス
トとジャンヌ＝クロードという 2人の作家は、芸術家であり続ける
ために、自由な表現、そして美しさを追及し続けている。
　クリストとジャンヌ＝クロードのほとんどの作品は出来上がって
数週間でなくなってしまう。しかしその数週間のためにかけた時間、
労力、金額のすべてが彼らの作品の一部である。クリストとジャン
ヌ＝クロードが作品のためにかけた年数の中には様々な問題や障害
があり、辛いこと嬉しかったことなどの感情的な側面を含めて、す
べてのドラマが混在しているのだ。彼らの作品は完成作品だけでは
何を意味し伝えようとしているのか、何のために行ったのかという
ことは、すべては伝わらない。その過程にこそ真実がある。
　本論では、クリストとジャンヌ＝クロードの作品にみられる、作
品の純粋性と芸術家のあり方について考察していく。それと共に、
彼らが最も優れた現代芸術家のひとりであり、彼らの信念と芸術形
態が、現代のアート界においてどれだけ必要な要素を含んでいるか
を論証する。
クリストとジャンヌ＝クロードの活動
　クリストとジャンヌ＝クロードは共に 1935 年 6月 13日生まれ
であり、まさしく出会うべくして出会った 2人だ。1958 年に運命
的な出会いをした２人は、その後の芸術活動を50年以上にもわたり、
2人で営んでいくことになる。1958年から現在までの彼らの活動は、
公共建築の梱包、あるいは自然を舞台にしたインスタレーションな
ど、包む、積む、張る、覆う行為が中心である。大規模なプロジェ
クトを実現するためにクリストは数々の計画のためのドローイング
や写真コラージュなどを制作し、妻のジャンヌ＝クロードがマネジ
メントを仕切り、作品を売ることによって資金を賄っている。彼ら
は他の誰にも資金援助は頼まない。芸術家として作品を作る上で常
に自由でいるために、誰からの束縛も受けずに活動を続けている。
　1958 年、クリストの初の梱包作品が発表された。初めは今のよ
うな大規模なプロジェクトではなく、塗料の入ったビンや缶をキャ
ンバスで梱包して色彩を施すという簡単なものだった。梱包の対象
は徐々に幅を広げイスやテーブル、自転車、人体にまで及んだ。
　そもそも包むというアイディアはクリストが初めてではなく、
1920年にマン・レイが発表した作品『イシドール・デュカスの謎』
1920 年、（L'énigme d'Isidore Ducasse ）に見られる。しかしマ
ン・レイとクリストの作品には決定的な違いがある。マン・レイの
作品は包まれた中身が何か分からないように制作されているのに対
し、クリストの作品では中身が何か明確である。これによってクリ
ストの作品には包まれる前と後との対比が生じ、両者の作品への意
図の違いがわかる。1961年、クリストは「公共建築の梱包の計画」
という文書を発表している。このことについてクリスト研究の第一
人者である中原佑介は、彼の物体から公共物への梱包の移行は、単
なる様々な物体の梱包の延長や拡大として到達したものではないと
している。梱包という点だけでみれば単なる延長のように思える。
しかし、公共物の梱包は個人の考えだけでは成しえることはできず、
多くの人間が関わっていくことになる。私的行為にとどまることが
ない点を考えると、公共物の梱包は単なる延長ではなく、クリスト
の表現が進化したものだといえる。さらに公共物の梱包に関しては
完成品だけが作品の意図を伝えるのではなく、社会や他人を巻き込
んでの活動の過程こそが作品の意図を最もよく伝える。
　1961 年にクリストとジャンヌ＝クロードが発表した作品の中に
『積まれたドラム缶』（Stacked Oil Barrels,Cologne Harbar,1961）
と『埠頭の梱包』（Dock Side Package, Cologne Harbar,1961）
とがある。公共建築ではないが、彼が単なる物体の梱包という枠か
ら抜け出した点では現在の活動に最も近い。中原佑介が「噂と沈黙
の伝説―クリストの芸術」の中でも語っているように、私的行為で
セントラルパーク内で開かれた記者会見でのクリストとジャンヌ＝クロード。中央
はNY市長ブルームバーグ氏。写真：Wolfgang Volz
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は無くなっていること、作品自体が永続的ではなく一時的なもので
あることの２つの点が、それまでの梱包作品と大きく異なることを
物語っている。
ライヒスターク・プロジェクト
　『ライヒスタークの梱包』（Wrapped Reichstag,Berlin,1971-1995）
は1971年から構想がはじまったプロジェクトである。ライヒスター
クはドイツの帝国議会議事堂であり、1871 年のドイツ統一を記念
してつくられた。ドイツ第二帝国、ヴァイマール共和国、ヒトラー
による第三帝国という時代を経て、いわばドイツの歴史にとって最
も重要な政治的意味を持つ国会議事堂であったということができる。
とりわけ20世紀の激動の時代を生き抜いたその議事堂は、それ自体
がドイツの歴史的シンボルである。そのためドイツ国民にとっては
複雑でデリケートな面を多く持ち、常に社会的、政治的にドイツに
関わってきた建物である。それゆえにライヒスタークを包むことは
クリストのそれまでのどんなプロジェクトの比にもならないほどの
大論争を巻き起こすこととなった。　
　このプロジェクトのもともとの発案者はクリストではなく、当時
は画商をしていたベルリン在住のアメリカ人、マイケル・カレンが
クリストにあてた一通の絵葉書がきっかけになっている。梱包の対
象が議事堂であるため、プロジェクトの実現のためには連邦の許可
が必要だった。しかし、当然ながら当時の政治的な状況もあり、プ
ロジェクト実施の許可は下りなかった。プロジェクト実施のために
1977 年から 1987 年までに活動した 10年間で、クリストとジャ
ンヌ＝クロードは3度の否決を言い渡されてしまう。
　3回の否決という結果からも分かるように、ライヒスターク・プロ
ジェクトは簡単には受け入れられるような問題ではなかった。ドイ
ツの人々にとってライヒスタークは自分達のアイデンティティーに
関わる歴史的、政治的な問題を含んでいる。しかしだからこそこの
プロジェクトは強い関心を引くものであり、プロジェクトの行く末
に国民全体が注目していたのだろう。
　ベルリン崩壊から 5年を経た 1994年、ドイツ連邦議会の様子が
テレビ中継され、その中でライヒスターク・プロジェクトの審議が
行われた。292の賛成票、223の反対票、9の棄権票、1の無効票
の中、ようやく許可の決定が出された。決定が下されるまでにクリ
ストとジャンヌ＝クロードはじつに 25年を費やした。25年の間に
ドイツを訪れた回数は 54回、説得のために会った国会議員の数は
352人であった。
　公共建築を包むということはクリストの一存で決定できるもので
はない。彼がライヒスタークを包むと言い出したことで政治家や一
般市民全員がライヒスタークについて考えざるを得なくなったのだ。
　『芸術の理論と歴史』の中でも述べられているが、ドイツ国民がラ
イヒスターク、ひいてはドイツという国と真剣に向き合うことがこ
の作品の主要なテーマの一つになっている。他の芸術作品をみると
きも同じで、心に響く作品というのは作品を見たことによって新し
い考えが生まれたり、自分自身を見つめるきっかけとなったりする。
　ライヒスタークは、ドイツ国民に向けられた「自分と向き合うた
めの装置」の役割を果たしている。しかしながらクリストとジャン
ヌ＝クロードの作品はドイツ人だけでなく、世界中の人を魅了する。
このことは作品の純粋性や、作品に人々を巻き込む「普及」の力に
深く関わっていくことになる。　　
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